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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 計 時 器 （ ２ ８ ） と 道 具 （ ２ ０ ） の 組 み 合 わ せ で あ っ て 、
　 前 記 道 具 （ ２ ０ ） は 、 時 計 作 業 者 に よ っ て 前 記 計 時 器 （ ２ ８ ） の 携 行 型 時 計 ケ ー ス （ ２  
６ ） の 裏 部 （ ２ ２ ） と ミ ド ル 部 （ ２ ４ ） を 分 離 す る よ う に 用 い ら れ る こ と を 意 図 さ れ て お  
り 、
　 前 記 裏 部 （ ２ ２ ） と 前 記 ミ ド ル 部 （ ２ ４ ） は と も に 、 計 時 器 式 ム ー ブ メ ン ト （ ３ ０ ） が  
収 容 さ れ る 前 記 携 行 型 時 計 ケ ー ス （ ２ ６ ） の 境 界 を 定 め 、
　 前 記 道 具 （ ２ ０ ） は 、 第 １ の 面 （ ２ ０ ａ ） と 第 ２ の 面 （ ２ ０ ｂ ） に よ っ て 形 成 さ れ る 尖  
っ た 形 状 の 角 度 （ α ） が ９ ０ ° 未 満 の 角 度 （ α ） で あ っ て 、 前 記 第 １ の 面 （ ２ ０ ａ ） と 前  
記 第 ２ の 面 （ ２ ０ ｂ ） が 丸 ま っ た 部 分 （ ２ ０ ｃ ） に よ っ て 互 い に 接 続 さ れ 、 全 体 と し て ウ  
ェ ッ ジ の 外 観 を 有 し 、
　 前 記 道 具 （ ２ ０ ） の 前 記 第 １ の 面 （ ２ ０ ａ ） は 、 時 計 作 業 者 が 前 記 ミ ド ル 部 （ ２ ４ ） か  
ら 前 記 裏 部 （ ２ ２ ） を 分 離 す る た め に 前 記 道 具 （ ２ ０ ） を 前 記 裏 部 （ ２ ２ ） と 前 記 ミ ド ル  
部 （ ２ ４ ） の 間 に 係 合 さ せ る と き に 、 前 記 計 時 器 用 ム ー ブ メ ン ト （ ３ ０ ） が 位 置 し て い る  
平 均 平 面 （ Ｐ ） に 平 行 に 延 在 す る よ う に 構 成 し て お り 、
　 前 記 丸 ま っ た 部 分 （ ２ ０ ｃ ） は 、 曲 が っ た 部 分 （ ２ ０ ｄ ） に よ っ て 前 記 第 ２ の 面 （ ２ ０  
ｂ ） に 接 続 さ れ 、
　 前 記 曲 が っ た 部 分 （ ２ ０ ｄ ） の 曲 が り は 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 面 （ ２ ０ ａ 、 ２ ０ ｂ ） に  
よ っ て 境 界 が 定 め ら れ る 面 （ ２ ０ ｅ ） の 内 側 の 方 を 向 い て お り 、

請求項の数　2　外国語出願　（全9頁）
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　 前 記 計 時 器 （ ２ ８ ） の 前 記 裏 部 （ ２ ２ ） は 、 少 な く と も 一 箇 所 に 溝 （ ３ ２ ） が 形 成 さ れ  
る 外 周 に よ っ て 外 側 の 境 界 が 定 め ら れ 、
　 こ の 溝 （ ３ ２ ） は 、 前 記 裏 部 （ ２ ２ ） と 前 記 ミ ド ル 部 （ ２ ４ ） の 間 に 空 間 （ ３ ４ ） を 形  
成 し 、
　 こ の 空 間 （ ３ ４ ） に よ っ て 、 前 記 道 具 （ ２ ０ ） の 端 を 前 記 裏 部 （ ２ ２ ） に 係 合 さ せ る こ  
と が 可 能 に な り 、 こ の こ と に よ っ て 、 前 記 ミ ド ル 部 （ ２ ４ ） か ら 前 記 裏 部 （ ２ ２ ） を 分 離  
す る よ う に 時 計 作 業 者 が 梃 子 を 作 用 さ せ る こ と が 可 能 に な り 、
　 こ の 溝 （ ３ ２ ） に は 、 前 記 計 時 器 式 ム ー ブ メ ン ト （ ３ ０ ） が 延 在 し て い る 前 記 平 均 平 面  
（ Ｐ ） に 平 行 な 第 １ の 平 坦 な 面 （ ３ ２ ａ ） が あ り 、
　 こ の 第 １ の 平 坦 な 面 （ ３ ２ ａ ） か ら 、 前 記 裏 部 （ ２ ２ ） が 前 記 ミ ド ル 部 （ ２ ４ ） に 固 定  
さ れ て い る と き に 前 記 平 均 平 面 （ Ｐ ） と 鋭 角 （ β ） を 形 成 す る 第 ２ の 平 坦 な 傾 斜 面 （ ３ ２  
ｂ ） が 延 在 し て お り 、
　 こ の 第 ２ の 平 坦 な 傾 斜 面 （ ３ ２ ｂ ） は 、 前 記 ミ ド ル 部 （ ２ ４ ） か ら 前 記 裏 部 （ ２ ２ ） の  
底 部 の 方 に な る に し た が っ て 前 記 ミ ド ル 部 か ら 離 れ る よ う に 延 在 し て お り 、
　 前 記 道 具 （ ２ ０ ） の 前 記 第 １ の 面 （ ２ ０ ａ ） と 前 記 第 ２ の 面 （ ２ ０ ｂ ） が 形 成 す る 前 記  
角 度 （ α ） は 、 前 記 第 ２ の 傾 斜 面 （ ３ ２ ｂ ） が 前 記 平 均 平 面 （ Ｐ ） と 形 成 す る 前 記 鋭 角 （  
β ） よ り も 小 さ い
こ と を 特 徴 と す る 計 時 器 （ ２ ８ ） と 道 具 （ ２ ０ ） の 組 み 合 わ せ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 時 計 作 業 者 に よ っ て 計 時 器 （ ２ ８ ） の 携 行 型 時 計 ケ ー ス （ ２ ６ ） の 裏 部 （ ２ ２ ） と ミ ド  
ル 部 （ ２ ４ ） を 分 離 す る よ う に 用 い ら れ る こ と を 意 図 さ れ て い る 道 具 （ ２ ０ ） で あ っ て 、
　 前 記 裏 部 （ ２ ２ ） と 前 記 ミ ド ル 部 （ ２ ４ ） は と も に 、 計 時 器 式 ム ー ブ メ ン ト （ ３ ０ ） が  
収 容 さ れ る 前 記 携 行 型 時 計 ケ ー ス （ ２ ６ ） の 境 界 を 定 め 、
　 前 記 道 具 （ ２ ０ ） は 、 第 １ の 面 （ ２ ０ ａ ） と 第 ２ の 面 （ ２ ０ ｂ ） に よ っ て 形 成 さ れ る 尖  
っ た 形 状 の 角 度 （ α ） が ９ ０ ° 未 満 の 角 度 （ α ） で あ っ て 、 前 記 第 １ の 面 （ ２ ０ ａ ） と 前  
記 第 ２ の 面 （ ２ ０ ｂ ） が 丸 ま っ た 部 分 （ ２ ０ ｃ ） に よ っ て 互 い に 接 続 さ れ 、 全 体 と し て ウ  
ェ ッ ジ の 外 観 を 有 し 、
　 前 記 道 具 （ ２ ０ ） の 前 記 第 １ の 面 （ ２ ０ ａ ） は 、 時 計 作 業 者 が 前 記 ミ ド ル 部 （ ２ ４ ） か  
ら 前 記 裏 部 （ ２ ２ ） を 分 離 す る た め に 前 記 道 具 （ ２ ０ ） を 前 記 裏 部 （ ２ ２ ） と 前 記 ミ ド ル  
部 （ ２ ４ ） の 間 に 係 合 さ せ る と き に 、 前 記 計 時 器 式 ム ー ブ メ ン ト （ ３ ０ ） が 位 置 し て い る  
平 均 平 面 （ Ｐ ） に 平 行 に 延 在 す る よ う に 向 い て お り 、
　 前 記 丸 ま っ た 部 分 （ ２ ０ ｃ ） は 、 曲 が っ た 部 分 （ ２ ０ ｄ ） に よ っ て 前 記 第 ２ の 面 （ ２ ０  
ｂ ） に 接 続 さ れ 、
　 前 記 曲 が っ た 部 分 （ ２ ０ ｄ ） の 曲 が り は 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 面 （ ２ ０ ａ 、 ２ ０ ｂ ） に  
よ っ て 境 界 が 定 め ら れ る 面 （ ２ ０ ｅ ） の 内 側 の 方 を 向 い て い る
こ と を 特 徴 と す る 道 具 （ ２ ０ ） 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 時 計 作 業 者 が 計 時 器 の ミ ド ル 部 か ら 裏 部 を 分 離 す る こ と を 支 援 す る よ う に 意  
図 さ れ た 道 具 、 こ の よ う な 道 具 を 受 け る よ う に 構 成 し て い る 溝 が 形 成 さ れ る 裏 部 、 及 び こ  
の よ う な 裏 部 を 備 え る 計 時 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 整 備 や 修 理 な ど の た め に 携 行 型 時 計 （ 例 、 腕 時 計 、 懐 中 時 計 ） が 工 場 に 戻 っ て き た と き  
に は 、 そ の 携 行 型 時 計 の 裏 部 を 開 け る 必 要 が あ る 。 し か し 、 携 行 型 時 計 の 裏 蓋 を 開 け る こ  
と を 伴 う 作 業 は 常 に デ リ ケ ー ト で あ り 、 こ の よ う な 作 業 を 行 う 時 計 作 業 者 は 細 心 の 注 意 を  
払 っ て 作 業 を 行 う 必 要 が あ る 。 本 発 明 が 関 係 す る 裏 部 に は 、 裏 部 と ミ ド ル 部 の 間 に ガ ス ケ  
ッ ト を 挿 入 し て 相 互 ロ ッ ク す る こ と に よ っ て ミ ド ル 部 に 取 り 付 け ら れ る よ う な 裏 部 の カ テ  
ゴ リ ー が 含 ま れ る 。 こ の よ う な 裏 部 を 開 け る こ と を 可 能 に す る た め に 、 こ の よ う な 裏 部 に  
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は 、 伝 統 的 に 、 外 周 エ ッ ジ の 箇 所 に 溝 が あ り 、 こ の こ と に よ っ て 、 こ の 裏 部 と 、 こ の 裏 部  
が 取 り 付 け ら れ て い る ミ ド ル 部 の 間 に 時 計 作 業 者 が 道 具 を 挿 入 す る こ と が 可 能 に な る 。 こ  
の 場 合 に ミ ド ル 部 か ら 裏 部 を 分 離 す る た め に は 、 時 計 作 業 者 が 道 具 を 溝 内 に て 係 合 さ せ て  
こ の 道 具 を 自 転 さ せ て 、 梃 子 を 作 用 さ せ て ミ ド ル 部 か ら 裏 部 を 徐 々 に 分 離 す る 手 法 と 、 道  
具 を 数 回 押 し 出 し て 前 進 さ せ て 、 徐 々 に 裏 部 と ミ ド ル 部 の 間 に 係 合 さ せ て 、 こ の 道 具 を ウ  
ェ ッ ジ （ く さ び ） の よ う に 用 い て ミ ド ル 部 か ら 裏 部 を 分 離 す る 手 法 と の ２ つ の 手 法 が あ る  
。 時 計 作 業 者 が 裏 蓋 を ミ ド ル 部 か ら 分 離 す る た め に 選 択 す る 手 法 に か か わ ら ず 、 こ の 作 業  
を 行 う 際 に 時 計 作 業 者 が 細 心 の 注 意 を 払 っ た と し て も 、 こ の よ う な 分 解 作 業 に よ っ て 、 裏  
部 に 跡 が つ い て し ま う こ と が よ く あ る 。 特 に 、 現 状 に お い て は 、 道 具 を 係 合 さ せ て ミ ド ル  
部 か ら 裏 部 を 分 離 す る こ と を 可 能 に す る よ う に 裏 部 に 形 成 さ れ た 溝 は 、 道 具 を 係 合 さ せ た  
と き に こ の 道 具 が 裏 部 の 外 周 エ ッ ジ を 傷 つ け 、 裏 部 を 組 み 付 け 直 し た と き に 肉 眼 で は っ き  
り と 見 え る 痕 跡 を 残 す こ と が 非 常 に 多 い 。 当 然 、 時 計 作 業 者 は 、 修 理 し た 後 に 破 損 し た 携  
行 型 時 計 を 所 有 者 に そ の ま ま 返 す こ と は で き な い 。 結 果 と し て 、 こ の 種 の 問 題 が 発 生 し た  
場 合 に は 、 携 行 型 時 計 の 分 野 に お い て 「 修 理 」 と 呼 ば れ る 裏 部 の 再 加 工 を 行 っ て 跡 を 消 す  
か 、 裏 部 を 交 換 す る 必 要 が あ る 。 ど ち ら の 場 合 も 、 追 加 コ ス ト が 発 生 し 、 そ れ を 携 行 型 時  
計 の 所 有 者 に 請 求 す る こ と は 当 然 で き な い 。 こ の 問 題 は 、 本 出 願 に 添 付 さ れ る 図 １ を 見 る  
こ と に よ っ て 明 確 に 理 解 す る こ と が で き る 。 こ の 図 １ は 、 従 来 技 術 に し た が っ て 溝 が 形 成  
さ れ る 領 域 に お け る 携 行 型 時 計 ケ ー ス の 部 分 的 な 断 面 図 で あ り 、 こ の 溝 に 、 時 計 作 業 者 が  
ミ ド ル 部 か ら 裏 部 を 分 離 す る た め の 道 具 を 挿 入 す る こ と が で き る 。 携 行 型 時 計 ケ ー ス １ は  
、 全 体 を 参 照 番 号 １ で 示 し て お り 、 ミ ド ル 部 ２ を 備 え 、 こ の ミ ド ル 部 ２ の 底 部 に お い て 、  
裏 部 ４ が 互 い に ロ ッ ク し て お り 、 裏 部 ４ と ミ ド ル 部 ２ の 間 に ガ ス ケ ッ ト ６ が 挿 入 さ れ て い  
る 。 裏 部 ４ に は 、 そ の 外 周 の 一 箇 所 に お い て 、 こ の 裏 部 ４ と ミ ド ル 部 ２ の 間 の 空 間 １ ０ を  
形 成 す る 溝 ８ が あ り 、 こ れ に よ っ て 、 時 計 作 業 者 は 道 具 １ ２ の 端 を 係 合 さ せ る こ と が で き  
、 こ の 道 具 を 用 い て 、 時 計 作 業 者 は 裏 部 ４ に 梃 子 を 作 用 さ せ て 、 裏 部 ４ を ミ ド ル 部 ２ か ら  
分 離 す る こ と が で き る （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ ま た は イ ン タ ー ネ ッ ト 上 の h t t p : / / w w w . f h  
s . j p / b e r n e r / ? l = e n の k n i f e の 説 明 文 参 照 ） （ I l l u s t r a t e d  P r o f e s s i o n a l  D i c t i o n a r y  o f  
H o r o l o g y ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 以 下 の 説 明 に お い て は 、 平 面 又 は 面 は 、 携 行 型 時 計 ケ ー ス １ 内 に 収 容 さ れ る 計 時 器 用 ム  
ー ブ メ ン ト １ ４ が 延 在 し て い る 平 均 平 面 Ｐ と 平 行 な 平 面 内 に 前 記 平 面 又 は 面 が 延 在 し て い  
る 場 合 に 、 「 水 平 方 向 」 で あ る も の と す る 。 「 平 均 」 平 面 Ｐ と い う 用 語 を 用 い て い る の は  
、 計 時 器 式 ム ー ブ メ ン ト １ ４ に は 単 一 の 平 面 に ま で 小 さ く す る こ と が で き な い 厚 み が あ る  
と い う 理 由 の み で あ る 。 図 １ か ら わ か る よ う に 、 道 具 １ ２ は 、 ９ ０ ° 未 満 の 角 度 α を 形 成  
す る よ う に 交 差 し て お り 丸 ま っ た 部 分 １ ２ ｃ に よ っ て 互 い に 接 続 さ れ て い る 第 １ の 面 １ ２  
ａ と 第 ２ の 面 １ ２ ｂ に よ っ て 形 成 さ れ た 尖 っ た 形 状 の 部 分 が あ る よ う に 、 ウ ェ ッ ジ の 外 観  
を 有 す る 。 裏 部 ４ に 形 成 さ れ た 溝 ８ は 、 裏 部 ４ が ミ ド ル 部 ２ に 取 り 付 け ら れ て い る と き に  
水 平 方 向 に 対 し て 傾 斜 し て い る 面 ８ ａ の 形 態 と な っ て い る 。 こ の 傾 斜 面 ８ ａ は 、 ミ ド ル 部  
２ か ら 裏 部 ４ の 底 部 の 方 に な る に し た が っ て 中 心 か ら 離 れ る よ う に 延 在 し て お り 、 こ の 傾  
斜 面 ８ ａ か ら 、 傾 斜 面 ８ ａ と 裏 部 ４ の 底 面 １ ６ と の 接 続 を 確 実 に す る た め の 丸 ま っ た 部 分  
８ ｂ が 延 在 し て い る 。 図 １ か ら わ か る よ う に 、 丸 ま っ た 部 分 ８ ｂ は 、 裏 部 ４ の 外 側 エ ッ ジ  
１ ８ を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 １ は 、 ミ ド ル 部 ２ か ら 裏 部 ４ を 分 離 す る た め に 、 道 具 １ ２ が 溝 ８ 内 に て 係 合 し て 、 道  
具 １ ２ の 第 １ の 面 １ ２ ａ が 水 平 方 向 に 延 在 し て い る よ う に 、 す な わ ち 、 計 時 器 用 ム ー ブ メ  
ン ト １ ４ が 延 在 し て い る 平 均 平 面 Ｐ に 平 行 に 延 在 し て い る よ う に 、 道 具 １ ２ が 向 い て い る  
こ と を 示 し て い る 。 こ の 図 １ は 、 さ ら に 、 溝 ８ に よ っ て ミ ド ル 部 ２ と 裏 部 ４ の 間 に 形 成 さ  
れ た 空 間 １ ０ の 内 側 に て 時 計 作 業 者 が 道 具 １ ２ を 係 合 さ せ た と き に 、 道 具 １ ２ が そ の 第 ２  
の 面 １ ２ ｂ を 介 し て 裏 部 ４ の 外 側 エ ッ ジ １ ８ に 当 た る こ と を 示 し て い る 。 こ の 結 果 、 時 計  
作 業 者 は 、 ミ ド ル 部 ２ か ら 裏 部 ４ を 分 離 す る た め に 道 具 １ ２ を 用 い て や や 大 き く 梃 子 を 作  
用 さ せ る 必 要 が あ る 場 合 に 、 裏 部 ４ の 外 側 エ ッ ジ １ ８ を 損 傷 し て 、 道 具 １ ２ が 裏 部 ４ の 外  
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側 エ ッ ジ １ ８ に 当 た る 領 域 に は っ き り と 見 え る 跡 １ ９ が 残 し て し ま う お そ れ が あ る 。 当 然  
、 こ の よ う な 状 態 で は 携 行 型 時 計 を 所 有 者 に 返 す こ と は で き ず 、 跡 １ ９ を 消 す た め に 裏 部  
４ を 再 加 工 す る か 、 損 傷 し た 裏 部 の 代 わ り に 新 し い 裏 部 を 調 達 し な け れ ば な ら な い 。 ど ち  
ら に し て も 、 こ の よ う な 状 況 は 、 携 行 型 時 計 の メ ー カ ー に と っ て は 時 間 と お 金 の 損 失 に な  
っ て し ま う 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 非 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 文 献 】 G . - A .  B e r n e r 著 「 I l l u s t r a t e d  P r o f e s s i o n a l  D i c t i o n a r y  o f  H o r o l o g y 」 t h e  S  
o c i e t e  d u  J o u r n a l  L a  S u i s s e  H o r l o g e r e  S A 出 版 、 １ ９ ９ ５ 年 発 行
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 時 計 作 業 者 が 携 行 型 時 計 ケ ー ス の ミ ド ル 部 か ら 裏 部 を 分 離 す る と き に 、 裏 部  
に 道 具 に よ る 跡 が 残 っ て も 、 こ の 跡 が 携 行 型 時 計 の 所 有 者 に 感 知 さ れ な い こ と を 確 実 に す  
る よ う な 携 行 型 時 計 ケ ー ス の 裏 部 の た め の 道 具 と 新 し い 構 成 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の た め に 、 本 発 明 は 、 計 時 器 と 道 具 に 関 す る 。 前 記 道 具 は 、 時 計 作 業 者 に よ っ て 前 記  
計 時 器 の 携 行 型 時 計 ケ ー ス の 裏 部 と ミ ド ル 部 を 分 離 す る よ う に 用 い ら れ る こ と を 意 図 さ れ  
て お り 、 前 記 裏 部 と 前 記 ミ ド ル 部 は と も に 、 計 時 器 式 ム ー ブ メ ン ト が 収 容 さ れ る 前 記 携 行  
型 時 計 ケ ー ス の 境 界 を 定 め 、 前 記 道 具 は 、 ９ ０ ° 未 満 の 角 度 α を 形 成 す る 第 １ の 面 と 第 ２  
の 面 に よ っ て 形 成 さ れ 丸 ま っ た 部 分 に よ っ て 互 い に 接 続 さ れ る 尖 っ た 形 状 の 部 分 が あ る よ  
う に 、 ウ ェ ッ ジ の 外 観 を 有 す る 。 前 記 道 具 の 第 １ の 面 は 、 時 計 作 業 者 が 前 記 ミ ド ル 部 か ら  
前 記 裏 部 を 分 離 す る た め に 前 記 道 具 を 前 記 裏 部 と 前 記 ミ ド ル 部 の 間 に 係 合 さ せ る と き に 、  
前 記 計 時 器 用 ム ー ブ メ ン ト が 位 置 し て い る 平 均 平 面 に 平 行 に 延 在 す る よ う に 向 い て い る 。  
前 記 丸 ま っ た 部 分 は 、 曲 が っ た 部 分 に よ っ て 第 ２ の 面 に 接 続 さ れ 、 前 記 曲 が っ た 部 分 の 曲  
が り は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 面 に よ っ て 境 界 が 定 め ら れ る 面 の 内 側 の 方 を 向 い て い る 。 前 記 計  
時 器 の 前 記 裏 部 は 、 少 な く と も 一 箇 所 に 溝 が 形 成 さ れ る 外 周 に よ っ て 外 側 の 境 界 が 定 め ら  
れ 、 こ の 溝 は 、 前 記 裏 部 と 前 記 ミ ド ル 部 の 間 に 空 間 を 形 成 し 、 こ の 空 間 に よ っ て 、 前 記 道  
具 の 端 を 前 記 裏 部 に 係 合 さ せ る こ と が 可 能 に な り 、 こ の こ と に よ っ て 、 前 記 ミ ド ル 部 か ら  
前 記 裏 部 を 分 離 す る よ う に 時 計 作 業 者 が 梃 子 を 作 用 さ せ る こ と が 可 能 に な る 。 こ の 溝 に は  
、 前 記 裏 部 が 前 記 ミ ド ル 部 に 固 定 さ れ て い る と き に 前 記 平 均 平 面 と 鋭 角 を 形 成 す る よ う に  
傾 斜 し て い る 面 が あ り 、 こ の 傾 斜 面 は 、 前 記 ミ ド ル 部 か ら 前 記 裏 部 の 底 部 の 方 に な る に し  
た が っ て 中 心 か ら 離 れ る よ う に 延 在 し て お り 、 こ の 傾 斜 面 か ら 、 前 記 裏 部 の 前 記 傾 斜 面 と  
底 面 の 間 を 接 続 す る 丸 ま っ た 部 分 が 延 在 し て い る 。 前 記 道 具 の 前 記 第 １ の 面 と 前 記 第 ２ の  
面 が 形 成 す る 前 記 角 度 は 、 前 記 第 ２ の 傾 斜 面 が 前 記 平 均 平 面 と 形 成 す る 前 記 鋭 角 よ り も 小  
さ い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 さ ら に 、 時 計 作 業 者 に よ っ て 計 時 器 の 携 行 型 時 計 ケ ー ス の 裏 部 と ミ ド ル 部 を  
分 離 す る よ う に 用 い ら れ る こ と を 意 図 さ れ て い る 道 具 に 関 す る 。 前 記 裏 部 と 前 記 ミ ド ル 部  
は と も に 、 計 時 器 式 ム ー ブ メ ン ト が 収 容 さ れ る 前 記 携 行 型 時 計 ケ ー ス の 境 界 を 定 め 、 前 記  
道 具 は 、 ９ ０ ° 未 満 の 角 度 を 形 成 す る 第 １ の 面 と 第 ２ の 面 に よ っ て 形 成 さ れ 丸 ま っ た 部 分  
に よ っ て 互 い に 接 続 さ れ る 尖 っ た 形 状 の 部 分 が あ る よ う に 、 ウ ェ ッ ジ の 外 観 を 有 し 、 前 記  
道 具 の 前 記 第 １ の 面 は 、 時 計 作 業 者 が 前 記 ミ ド ル 部 か ら 前 記 裏 部 を 分 離 す る た め に 前 記 道  
具 を 前 記 裏 部 と 前 記 ミ ド ル 部 の 間 に 係 合 さ せ る と き に 、 前 記 計 時 器 用 ム ー ブ メ ン ト が 位 置  
し て い る 平 均 平 面 に 平 行 に 延 在 す る よ う に 向 い て お り 、 前 記 丸 ま っ た 部 分 は 、 曲 が っ た 部  
分 に よ っ て 前 記 第 ２ の 面 に 接 続 さ れ 、 前 記 曲 が っ た 部 分 の 曲 が り は 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の  
面 に よ っ て 境 界 が 定 め ら れ る 面 の 内 側 の 方 を 向 い て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
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　 本 発 明 は 、 さ ら に 、 平 均 平 面 に て 延 在 し て い る 計 時 器 式 ム ー ブ メ ン ト が 収 容 さ れ る 携 行  
型 時 計 ケ ー ス を 備 え る 計 時 器 に 関 す る 。 前 記 携 行 型 時 計 ケ ー ス は 、 底 部 に お い て 裏 部 に よ  
っ て 閉 じ ら れ る ミ ド ル 部 に よ っ て 境 界 が 定 め ら れ 、 前 記 裏 部 は 、 少 な く と も 一 箇 所 に 溝 が  
形 成 さ れ る 外 周 に よ っ て 外 側 の 境 界 が 定 め ら れ 、 こ の 溝 は 、 前 記 裏 部 と 前 記 ミ ド ル 部 の 間  
に 空 間 を 形 成 し 、 こ の 空 間 に よ っ て 、 道 具 の 端 を 前 記 裏 部 に 係 合 さ せ る こ と が 可 能 に な り  
、 こ の こ と に よ っ て 、 前 記 ミ ド ル 部 か ら 前 記 裏 部 を 分 離 す る よ う に 時 計 作 業 者 が 梃 子 を 作  
用 さ せ る こ と が 可 能 に な る 。 こ の 溝 に は 、 裏 部 が ミ ド ル 部 に 固 定 さ れ て い る と き に 平 均 平  
面 と 鋭 角 を 形 成 す る よ う に 傾 斜 し て い る 面 が あ り 、 こ の 傾 斜 面 か ら 、 裏 部 が ミ ド ル 部 に 固  
定 さ れ て い る と き に 平 均 平 面 と 鋭 角 を 形 成 す る よ う に 傾 斜 し て い る 面 が 延 在 し て お り 、 こ  
の 傾 斜 面 は 、 ミ ド ル 部 か ら 裏 部 の 底 部 の 方 に な る に し た が っ て 中 心 か ら 離 れ る よ う に 延 在  
し て お り 、 こ の 傾 斜 面 か ら 、 裏 部 の 傾 斜 面 と 底 面 の 間 を 接 続 す る 丸 ま っ た 部 分 が 延 在 し て  
い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 時 計 作 業 者 が 計 時 器 の ミ ド ル 部 か ら 裏 部 を 分 離 す る こ と を 可 能 に す る よ う に 意 図 さ れ た  
道 具 の 例 示 的 実 施 形 態 に つ い て の 以 下 の 詳 細 な 説 明 を 読 む こ と に よ っ て 、 本 発 明 の 他 の 特  
徴 及 び 利 点 を 明 確 に 理 解 す る こ と が で き る 。 こ の 例 示 的 実 施 形 態 は 、 説 明 の み の た め に 提  
供 さ れ る も の で あ り 、 本 発 明 の 範 囲 を 限 定 す る よ う に 意 図 さ れ た も の で は な く 、 図 面 の 参  
照 符 号 と と も に 与 え ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ １ 】
【 図 １ 】 既 に 言 及 し て お り 、 時 計 作 業 者 が ミ ド ル 部 か ら 裏 部 を 分 離 す る た め の 道 具 を 挿 入  
す る こ と を 可 能 に す る 溝 が 形 成 さ れ る 領 域 に お け る 従 来 技 術 の 携 行 型 時 計 ケ ー ス の 部 分 断  
面 図 で あ る 。
【 図 ２ Ａ 】 図 ２ Ａ は 、 携 行 型 時 計 ケ ー ス の 部 分 断 面 図 で あ り 、 携 行 型 時 計 ケ ー ス の ミ ド ル  
部 と 裏 部 の 間 に あ り こ の 裏 部 に 形 成 さ れ た 溝 に よ っ て 形 成 さ れ る 空 間 内 に て 本 発 明 に 係 る  
道 具 が 係 合 し て い る 様 子 を 示 し て い る 。
【 図 ２ Ｂ 】 図 ２ Ｂ は 、 携 行 型 時 計 ケ ー ス の ミ ド ル 部 か ら 裏 部 が 分 離 さ れ て い る と き に お け  
る 図 ２ Ａ と 同 様 な 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 、 概 し て 、 携 行 型 時 計 ケ ー ス の 裏 部 を ミ ド ル 部 に 組 み 付 け た 後 に 携 行 型 時 計 の  
所 有 者 が 見 る こ と が で き る 跡 を 裏 部 に 残 す こ と な く 、 ミ ド ル 部 か ら 裏 部 を 分 離 す る こ と を  
可 能 に す る 道 具 を 時 計 作 業 者 に 提 供 す る こ と を 伴 う 創 造 性 の あ る 思 想 か ら 進 展 し た も の で  
あ る 。 本 発 明 は 、 さ ら に 、 溝 が 形 成 さ れ る 携 行 型 時 計 ケ ー ス の 裏 部 に 関 す る 。 こ の 裏 部 の  
輪 郭 は 、 時 計 作 業 者 が 携 行 型 時 計 ケ ー ス の ミ ド ル 部 か ら 裏 部 を 分 離 す る 際 に 細 心 の 注 意 を  
払 っ た に も か か わ ら ず 、 こ の 分 離 作 業 に よ っ て 裏 部 に 跡 が 付 い て し ま っ て も 、 裏 部 を ミ ド  
ル 部 に 再 び 組 み 付 け た 後 に は 、 携 行 型 時 計 の 所 有 者 に は 裏 部 に 道 具 が 残 し た 跡 が 見 え な い  
よ う に 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ Ａ に 示 し て い る よ う に 、 本 発 明 に 係 る 道 具 ２ ０ は 、 第 １ の 面 ２ ０ ａ と 第 ２ の 面 ２ ０  
ｂ に よ っ て 形 成 さ れ る 尖 っ た 形 状 の 部 分 が あ り 、 こ れ ら の 第 １ の 面 ２ ０ ａ と 第 ２ の 面 ２ ０  
ｂ は 、 ９ ０ ° 未 満 の 角 度 α を 形 成 す る よ う に 交 差 し て お り 丸 ま っ た 部 分 ２ ０ ｃ に よ っ て 互  
い に 接 続 さ れ る よ う に 、 ウ ェ ッ ジ の 外 観 を 有 す る 。 特 に 、 丸 ま っ た 部 分 ２ ０ ｃ は 、 曲 が っ  
た 部 分 ２ ０ ｄ に よ っ て 道 具 ２ ０ の 第 ２ の 面 ２ ０ ｂ に 接 続 さ れ 、 こ の 曲 が っ た 部 分 ２ ０ ｄ の  
曲 が り は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 面 ２ ０ ａ 、 ２ ０ ｂ に よ っ て 境 界 が 定 め ら れ る 道 具 ２ ０ の 面 ２ ０  
ｅ の 内 側 の 方 を 向 い て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 下 記 の 説 明 を 読 む こ と で さ ら に 理 解 す る こ と が で き る よ う に 、 こ の 道 具 ２ ０ は 、 時 計 作  
業 者 が ミ ド ル 部 ２ ４ か ら 裏 部 ２ ２ を 分 離 す る た め に 用 い る よ う に 意 図 さ れ て お り 、 こ れ ら  
の 裏 部 ２ ２ と ミ ド ル 部 ２ ４ は と も に 、 計 時 器 ２ ８ の 携 行 型 時 計 ケ ー ス ２ ６ の 境 界 を 形 成 す  
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る 。 こ の 携 行 型 時 計 ケ ー ス ２ ６ 内 に 計 時 器 用 ム ー ブ メ ン ト ３ ０ が 収 容 さ れ る 。 特 に 、 道 具  
２ ０ の 第 １ の 面 ２ ０ ａ は 、 時 計 作 業 者 が ミ ド ル 部 ２ ４ か ら 裏 部 ２ ２ を 分 離 す る た め に 裏 部  
２ ２ と ミ ド ル 部 ２ ４ の 間 に 道 具 ２ ０ を 係 合 さ せ た と き に 、 前 記 第 １ の 面 ２ ０ ａ が 、 計 時 器  
用 ム ー ブ メ ン ト ３ ０ が 配 置 さ れ て い る 平 均 平 面 Ｐ に 平 行 に 延 在 す る よ う に 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ る と 、 計 時 器 ２ ８ の 裏 部 ２ ２ は 、 少 な く と も 一 箇 所 に 溝 ３ ２ が 形 成 さ  
れ る 周 部 に よ っ て 外 部 と の 境 界 が 定 め ら れ 、 こ の 溝 ３ ２ に よ っ て 、 前 記 裏 部 ２ ２ と ミ ド ル  
部 ２ ４ の 間 に 空 間 ３ ４ が 形 成 さ れ る 。 こ の こ と に よ っ て 、 時 計 作 業 者 が 道 具 ２ ０ の 端 を 係  
合 さ せ る こ と が 可 能 に な り 、 こ の 道 具 を 用 い て 、 時 計 作 業 者 が 裏 部 ２ ２ に 梃 子 を 作 用 さ せ  
て 、 こ の ミ ド ル 部 ２ ４ か ら 裏 部 ２ ２ を 分 離 す る 。 道 具 ２ ０ が 係 合 で き る よ う に 、 溝 ３ ２ に  
は 、 計 時 器 用 ム ー ブ メ ン ト ３ ０ が 延 在 し て い る 平 均 平 面 Ｐ に 平 行 な 第 １ の 平 坦 な 面 ３ ２ ａ  
が あ る 。 こ の 第 １ の 平 坦 な 面 ３ ２ ａ か ら 、 第 １ の 丸 ま っ た 部 分 ３ ２ ｃ を 介 し て 第 ２ の 平 坦  
な 傾 斜 面 ３ ２ ｂ が 延 在 し て お り 、 こ の 第 ２ の 平 坦 な 傾 斜 面 ３ ２ ｂ は 、 裏 部 ２ ２ が ミ ド ル 部  
２ ４ に 固 定 さ れ て い る と き に 平 均 平 面 Ｐ と 鋭 角 β を 形 成 す る 。 こ の 第 ２ の 平 坦 な 傾 斜 面 ３  
２ ｂ は 、 ミ ド ル 部 ２ ４ か ら 裏 部 ２ ２ の 底 部 の 方 に な る に し た が っ て 中 心 か ら 離 れ る よ う に  
延 在 し て お り 、 こ の 第 ２ の 平 坦 な 傾 斜 面 ３ ２ ｂ か ら 部 分 ３ ２ ｄ が 延 在 し て い る 。 こ の 部 分  
３ ２ ｄ は 、 例 え ば 、 丸 ま っ て お り 、 第 ２ の 平 坦 な 傾 斜 面 ３ ２ ｂ と 裏 部 ２ ２ の 底 面 ３ ６ を 接  
続 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 道 具 ２ ０ の 溝 ３ ２ 内 に お け る 係 合 を 容 易 に す る た め に 、 道 具 ２ ０ の 第 １ の 面 ２ ０ ａ と 第  
２ の 面 ２ ０ ｂ の 間 の 角 度 α は 、 第 ２ の 傾 斜 面 ３ ２ ｂ が 平 均 平 面 Ｐ と 形 成 す る 鋭 角 β よ り も  
小 さ く 、 こ れ に よ っ て 、 道 具 ２ ０ は 、 そ の 曲 が っ た 部 分 ２ ０ ｄ を 介 し て 、 溝 ３ ２ の 第 １ の  
丸 ま っ た 部 分 ３ ２ ｃ の 領 域 ３ ８ に 当 た る こ と が で き 、 こ の 領 域 ３ ８ は 、 裏 部 ２ ２ が ミ ド ル  
部 ２ ４ に 再 び 取 り 付 け ら れ た 後 に は 、 計 時 器 ２ ８ の 所 有 者 が 知 覚 で き な い 領 域 で あ る 。 こ  
の 結 果 、 ミ ド ル 部 ２ ４ か ら 裏 部 ２ ２ を 分 離 す る 操 作 に よ っ て 領 域 ３ ８ に 跡 が つ い た と し て  
も 、 裏 部 ２ ２ を 再 び 組 み 付 け た 後 に は こ の 跡 は 見 え な く な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 上 述 の 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 で  
定 め ら れ る 本 発 明 の 範 囲 を 離 れ る こ と な く 、 当 業 者 で あ れ ば 様 々 な 単 純 な 代 替 形 態 や 改 変  
形 態 を 考 え る こ と が で き る こ と は 当 然 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
１   携 行 型 時 計 ケ ー ス
２   ミ ド ル 部
４   裏 部
６   ガ ス ケ ッ ト
８   溝
８ ａ   傾 斜 面
８ ｂ   丸 ま っ た 部 分
１ ０   空 間
１ ２   道 具
１ ２ ａ   第 １ の 面
１ ２ ｂ   第 ２ の 面
１ ２ ｃ   丸 ま っ た 部 分
１ ４   計 時 器 用 ム ー ブ メ ン ト
１ ６   底 面
１ ８   外 側 エ ッ ジ
１ ９   跡
２ ０   道 具
２ ０ ａ   第 １ の 面
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２ ０ ｂ   第 ２ の 面
２ ０ ｃ   丸 ま っ た 部 分
２ ０ ｄ   曲 が っ た 部 分
２ ０ ｅ   面
２ ２   裏 部
２ ４   ミ ド ル 部
２ ６   携 行 型 時 計 ケ ー ス
２ ８   計 時 器
３ ０   計 時 器 用 ム ー ブ メ ン ト
３ ２   溝
３ ２ ａ   第 １ の 平 坦 な 面
３ ２ ｂ   第 ２ の 平 坦 な 傾 斜 面
３ ２ ｃ   第 １ の 丸 ま っ た 部 分
３ ２ ｄ   第 ２ の 丸 ま っ た 部 分
３ ４   空 間
３ ６   底 面
３ ８   領 域
Ｐ   平 均 平 面
α   ９ ０ ° 未 満 の 角 度
β   鋭 角
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ Ａ 】



10

20

30

40

50

JP 7196243 B2 2022.12.26(8)

【 図 ２ Ｂ 】
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